
№ 評　価　項　目 平均点 昨年度

1 児童生徒は楽しく学校に通っている。 3.53 3.54

2 学校は、児童生徒の特性や発達段階を踏まえた教育活動が行われている。 3.56 3.61

3 保護者と共通理解のもと、「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」が作成されている。 3.61 3.67

4
個別の指導計画について、書かれている内容（目標・手だて・評価など）は児童生徒にとって適
切なものである。

3.62 3.68

5 個別の指導計画について、書かれている内容や様式は読みやすいものとなっている。 3.59 3.63

6 学校は、いじめや暴力のない児童生徒が安心して生活できる場となっている。 3.52 3.52

7 学校は、児童生徒の人権を尊重し、言葉遣いや体罰防止を意識した指導を行っている。 3.50 3.47

8
学校は、児童生徒の将来の生活を見据えた進路指導や進路説明会を行い、進路選択に必要な支援
や情報を提供している。

3.44 3.48

9 学校職員は、保護者の相談に適切に応じている。 3.56 3.58

10 保護者参観日、保護者懇談会の内容、日程や実施回数は適切である。 3.33 3.41

11 学校だより、学年通信、ホームページなどを通じて保護者に本校の教育活動を公開している。 3.36 3.45

12
学校は、保護者と関係機関（福祉サービス、医療機関等）が連携して児童生徒の指導を行ってい
る。

3.25 3.32

13 学校は、日頃から児童生徒の健康状態を把握し、体調不良の時に迅速な対応をとっている。 3.53 3.53

14 学校は、児童生徒の安全を守るため、安全教育や防災教育に取り組んでいる。 3.51 3.55

15 学校の施設、設備は、児童生徒が生き生きと活動できるものになっている。 3.16 3.09

16 ＰＴＡ活動は、参加しやすい内容や日程である。 3.01 2.97

17 事務職員は、事務手続きの説明や相談に適切に応じている。 3.25 3.35

18 スクールバスは、安全に運行することができている。 3.25 3.35

19 寄宿舎は、基本的な生活習慣や身辺処理が身に付く指導を行っている。 3.40 3.69

20 寄宿舎は、卒業後の生活や地域生活につながるような余暇の指導を行っている。 3.08 3.57

21
保護者と共通理解のもと、「個別の生活指導計画」が作成され、記録や評価がわかりやすく書か
れてある。

3.23 3.64

22 寄宿舎職員は、保護者の相談に適切に応じている。 3.29 3.44
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※18につきましては、スクールバスを利用しているご家庭のみ記入してください。

※19、20、21、22につきましては、寄宿舎を利用しているご家庭のみ記入してください。


